










研究目的 

胎児の先天異常を出生前に診断する,いわゆる羊水診断法がわが国に導入されて以来約 10

年が経過した。この間の運用面での検討と技術面の向上により現在ではほぼ一定のパター

ンが定着しつつあるように思われる。 

しかし,国家的レベルで有機的に運用されている欧米に比し,わが国では臨床レベルで行わ

れている施設も数少なく,また施設間の連携も十分ではない。 

本研究は出生前診断を比較的多く手掛けている施設での検査例をもとに,わが国での出生

前診断の実情を把握し,ひいては本検査法の安全性と分析精度につき検討を加えんとする

ものである。 


